
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『新たなステージへ！新棟がオープン！』 
千歳科学技術大学（現：公立千歳科学技術大学）は、千歳市の産学研究 

および地域活性化の拠点となることを目指し、１９９８年に千歳市が出資、 

民間の学校法人が運営する公設民営の私立大学として開学、産学官が一体 

となり高い水準の研究を展開して多様な分野で活躍する人材を数多く輩出 

されています。 

２０１９年４月に公立化され『公立千歳科学技術大学』として新たな出発 

を果たし、現在に至っています。 

そして２０２２年４月には新棟が完成します。この新棟の１階には『ラーニングコモンズ』を設置し、グループ

ワークやプレゼンテーション、自主学習等が行えるようにするほか、情報教育・研究体制を強化するためＰＣ教室

の増設と、総合的な情報システム実験を行うＩＯＴ実験室を設置します。この一層充実した環境で、社会を創る若

い力の育成をこれからも期待し、公立千歳科学技術大学の益々のご発展を祈っています。 

 『夢いっぱいに開校します！』 
千歳市に１９９７年の泉沢小学校以来２５年ぶりに新しい小学校「みどり台小学校」が開校します。 

みどり台小学校は、全国有数のマンモス校北陽小学校から分離し、道内でも、人口増による分離新設校は、２０

１３年の苫小牧市立拓進小学校以来９年ぶりとなります。 

みどり台小学校の校舎は、ワークスペースを兼ねた広い廊下が特徴で、将来児童数が増えた場合には、特別教室

を普通教室に転用し、最大２３教室まで確保することができます。また、敷地内には二つの学童クラブを併設した

「みどり台児童館」が新設され、４月から約１００人を受け入れる予定となっています。 

４月７日に開校式、８日に入学式が行われる予定で、児童約６００人が新しい学び舎での学校生活をスタートしま

す。新しい学校での日々が児童の皆さんにとって実りの多いものとなることを心よりお祈りしています。 

 
 

＜ 営業部 ： 国府田 ＞ 

【写真】 左より 『 外観 』  『 ＤＥＮ 』  『 図書室 』  『 体育館 入口 』 
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グループワークやプレゼン 

のためのブース 

 

 まるでお洒落なカフェ 

「今日はどこで自習しよう？」 

フリーアドレスのオフィスのような空間も 



 

北海道に適用されていた『まん延防止等重点 

措置』は３月２１日で解除されましたが、 

季節がら移動・会食の機会が増え、感染 

リスクも高まります。油断せず、引き続き 

感染防止対策は徹底しましょう。 

発行元 ： (株)  カ ミ ノ 
TEL：0123-23-4255 / FAX：0123-24-1381 

E-mail ： kamino@kamino.co.jp 

ホームページ ： http://kamino.co.jp/ 
（カミノトピックスのバックナンバーもご覧いただけます） 

 

『空間活用 お役立ち商品』 
今回私が紹介するのは、空間をうまく利用できる商品です。 

 

その 1 キングジム デスクトップパネル「タテテ」 

このコロナ禍でアクリルパーテーションがある状況が当たり前になっていますが、 

そのパーテーションに掲示物を挟むことで掲示板としても使える商品です。 

軽量なので移動設置が簡単に行える商品となっています。 

 

その 2 サンワサプライＶＥＳＡ取り付けグッズ 

ＶＥＳＡ規格とは、液晶ディスプレイやテレビなどの映像機器を壁掛け金具・アーム・スタンドなどに取り付ける

際に使用するネジ穴の間隔について定められた国際標準規格です。 

ほとんどの液晶ディスプレイやテレビにはＶＥＳＡの規格に基づいたネジ穴がついています。そのＶＥＳＡ穴を

利用しＨＤＤなどを入れるボックスを取り付けたり、ＷＥＢカメラ台を設置することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私事ですが、テレビ台にテレビ、スカパーのチューナー、ブルーレイ 2 台、外付けＨＤＤが 2 台あり、もう置き 

場所がギチギチ状態です。（←ＨＤＤに見ていない韓国ドラマ多数あり）ですので、こんなところにも収納できる

んだーと新たな発見でした。 

 
『令和 5年 4月 安平町に義務教育学校『安平町立早来学園』が開校します』 

2018 年 9 月 6 日、胆振東部地震で山の上にあった早来中学校は壊れてしまいました。 

早来に住む中学生は地震後、町民センターでの授業を経験し、今も仮設校舎で学校生活を送っています。体育館

とグランドは小学校から借りています。早来小学校の建物も古くなってきたので早来中学校と早来小学校、安平

小学校、遠浅小学校を一緒にして、『義務教育学校』という一つの大きな学校を建てようということになりました。 

新しい学校では、１年生（小学校１年生）から９年生（中学校３年生）までの児童・生徒が一つの学校に通います。 

地震によって、生徒たちは辛く・大変な思いをしたたこともあったでしょう。 

しかし、困難な状況でも前を向き、頑張っている生徒たちの姿は、私たち大人に多くの希望と勇気、元気を与えて

くれました。 

そんな先輩達の姿を見てきた後輩は、これから素晴らしい学校をつくっていってくれることでしょう。開校が

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

＜ 業務部 ： 兼澤 ＞ 

＜ 業務部 ： 佐藤（由） ＞ 

VESA 取付カメラ台 
VESA マウント取付小型 PC、HDD ホルダー VESA マウント取付テレビハンドル（コード受け付） 


